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【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-
終了ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
臨床検査学教育雑
誌；
10(2)；P.238-243

岡山香里、長田誠、小河
原はつ江、高橋克典、古
田島伸雄、石垣宏尚、白
土佳子、浅見知市郎、荒
木康久、亀子光明、藤田
清貴

2018.09.

2 共著
日本未病システム学
会雑誌；24(3)；P.1-11

藤本友香、浅見知市郎、
白土佳子、古田島伸雄、
長田誠、時田佳治、柳川
益美、
村上正巳、小河原はつ江

2018.12.

3

（３）学会発表

1 共著
第25回日本未病シス
テム学会学術総会
/口演発表、東京

○松山満貴、白土佳子、
小渕結花、伊藤結子、猪
野奈津世、須永隼平、石
川彩季、藤本友香、小河
原はつ江、福生吉裕

2018.10.

2 共著
第25回日本未病シス
テム学会学術総会
/ポスター発表、東京

○猪野奈津世、白土佳
子、伊藤結子、小渕結花、
松山満貴、石川彩季、須
永隼平、
藤本友香、小河原はつ
江、福生吉裕

3

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1
2018.10～
2018.12

ノック式胸腺刺激法による免疫応答活
性化時の制御性T細胞の変化

遺伝子検査学

競争的資金等の名称

該当なし

該当なし

基礎医学、生物科学、境界医学　（免疫学、幹細胞生物学（造血幹細胞）、細菌学、病態検査学）

博士（理学）

1987年 北里大学衛生学部産業衛生学科卒業（保健衛生学士）、2004年 東邦大学大学院理学研究科
生物分子科学専攻博士課程前期 修了 修士（理学）、2007年 東邦大学大学院理学研究科生物分子科
学専攻博士課程後期 修了 博士（理学）

1987年 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院　臨床検査部　臨床検査技師、同臨床検査部 主任臨
床検査技師 （2004年2月まで）、2007年 千葉大学医学部 産学官連携研究員、2007年 東京女子医科
大学　先端生命医科学研究所　博士研究員、2014年 群馬パース大学保健科学部検査技術学科　講
師、2015年 同大学大学院保健科学研究科 博士前期課程 講師 特別研究指導教員2018年 同大学大
学院保健科学研究科 博士後期課程 講師 特別研究指導教員、2018年 埼玉県立大学 保健医療福祉
学部 健康開発学科 検査技術科学専攻 准教授

日本臨床衛生検査技師会、埼玉県臨床検査技師会、日本臨床微生物学会、日本検査血液学会、
日本再生医療学会、日本電気泳動学会、日本未病システム学会、日本輸血・細胞治療学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

１期生を輩出した新設学科における国
家試験対策評価と今後の課題

生活習慣が末梢リンパ球サブセットに
及ぼす影響

ノック式胸腺刺激法によるNK細胞活性
化の評価　（第二報）

該当なし

遺伝子・染色体の基礎と遺伝子関連検査・染色体検査技術の原理・
方法・適用例を概説し、検査診断への実際から応用までを含め講義を
行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）



2

（２）演習

1

2

（３）実習

1

2

（４）論文指導

1

2

（５）その他

1 2018.12～2019.3

2

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

５．学内運営（委員会委員）

1

2

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

臨地実習病院担当教員としての学生
指導

臨地実習病院担当教員として、学生指導を行った。

該当なし


